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暴力回組長の使用者責任

ç:-:己 30号高千号胎f言語-+:~件)

Ij:(菜認さ8¥/ZDi8司、利時1出21コ21貝、ゃ;タ1170，;":)4良

最高去弘、l'h:Z 1日午llfllヲH第 小民三 1日決

(、v成 6ヂデ ( ':f:) 

く事実〉

べi児1立指定~tf;:活である 111r-i組[よ‘ 1'1しく大L中'7:tt-(;こ尽力IJIごあ。会己ノト紅、

とのhjJ-，ご、縄張¥')の縫持ti.~ I~ヂめ ç 1) ~f5:Rk，J- ':iが続いており、、1-':r;¥( 7 -;:'-(i );に

は、連続銃撃ナ小 ( :4連発抗争ポ fl'iが発ごと〕ていたベ京都I(tf~'f，きでは、 「計

約椅~IriJ ナの)，.I-_'，'(üt:;: に活戻するりを営戒し京胡;;-1]-均等ω発的半「?に凡し厳重

な評サ!J十?でいたところ、 1'"1年父月24E 'IiをllR-.j-19分予九、 11111粧の 1火結iii

である君JJ岡山 判的汎民であるj'¥.Bらが、会l苧小主主系的暴 iJ!司祁長CDE等

の111ト組に:tJ';-ω佑辱発百 μ 怯殺して計い れがギがをC組又lこμJ:7、発射 L

ニ，1を ~'I;:' '"たACI)

t:WrI(ご命中 1た口円人らl土、警察警戒中の5e砲をやめこ l古ちに逃走し た (tJ~:司

事件 ARは、主，J2;主1:'に相 f丹十fい民子治れ、 ミが負傷しえことは山 r判事

;['fi! !ii-(.こ~絡したが、 1 の完 fîi~ により民日号 1_t:.こ〉 i主主けなか 2たわす上前Jjii当有r

l王、 LUト社1羽交Y3に，im.1与を l:'{:)、その長いを"け、L'il'訓告行員らに iι'*吏

存辿桁LIこ ，!) :!~)日~有 (J R-r.::ん、 1117純組員むあるγ 王、 ヘが会津小炊の

関係者に負傷::.-I_~ られたものと誤イ弓 L て怯杭(会中ノJ 、i去の構成員全殺'，:s:Lて

111 :、組改びIIIU紐¥の頁献を Lょうと考えた ρ でし亡、 YIは、 Yつをl乎んii

し、拳銑を所持し1Y2[阜市云 ~I):r: -(~ !::] [J -' I前 4叫13分 F つ、 C祐司務所前仁喜子

L~~iIに 'i~'j':11 させ、市一いて lH[i 長 L二向けて *~N~~ たところ、

ー ~.Û、:):， 6.384) :l~I~l287; 



民事判例研究

政配備の職務に就いていたまE察官甲をC利組員と誤認し、拳銃で弾丸 3発を発

射し、その場で死亡させた(以下、これを「本件殺害jj為」という)， Y 1及

びY2は、山11細総本部の緊急幹部会の決定を受けて、同日午後に山11判的由;

系組長Fらに付き添われて山頭し、 111口組総本部と会津小鉄の問はFの仮門を

条件として和解が成すした。

そこで、 '1'警察'1"';の安千であるXらが、本件殺害行為について、実行犯Y1

Y 2および直属の組長Y:Jと、系列最けずの暴力問細長であるY4に対L、共

同不法ht)Xは使肘.~.責任に基づく ti以下言陥債を求めなじそして、実行犯Y1Y

2およびY:1につい亡は信 審l京都地半'J平成141f9月11日判時1820号Iω頁)、

原稿(大阪市判、ド成1S年10月30H l':集開巻B号2166員jで共同不法行為責任が

認められた。 Y4に関しては、信 審はY4の使用者責イ千を否定した。その埋

rtlは、組長と組員の支配田監管関係は、組員の甫寓の組iえを通じて成立した、

階Id的 間接的なものにすぎないから、傘下組織岡有のl車問で牛じる傘下組織

|削固有ω抗争は、組i、の事52ないし事業所長閑述行為に当たらないとするもの

である己さらに、具体的な関守はなかったとして比同不法1J為も否定きれた。

原存はY1にんJ1~1主崩.~責任に基ワ< m't-~j";慌を認めた。その理由として、

①民i1、715条の使用者責任は、公1[;J:t 11，に以しない合11、的な事業を前提としと

いるので、本来、暴力同のような不法・不当な利益治求を目的と1る同体的ゴ|

台以、な利採追求活動は公iHHiiにJえするものであるから、暴力団について事業

を問念し、イ有財者責れを論じることが適当であるか疑問がないわけでもないと

しながら、使用者責任を-:tt礎付ける報償責任、危険責任のJ、現から、使用者責

任もしくはその想推適崩によけ、その責任を問うことが相当な場台もあると与

えられるとしたυ それで、忌下部組織はーにの独立院を有fるが、序列的・絞

制的Illl縁関係の連鎖により、納長の意思決定は末端構成員にまで及ぶ構造であ

るから、対立抗争を現実に指揮慌仔することができる地位にあると認めること

ができ、組長と組員には実記的な1'l1f，中監督関係があったー③暴力「司tH，識は、威

力を背景に合法・非合法の経凶活動による事l採取得を片的とする生計維持活動

をしている牡会的実主であるw 、利益を得るためのンノギと呼ばれる活動は
暴力凶の事業ということがごきる{ また、暴力凶組紘は、暴力を組純化する上

で形成される戚}Jを町民とする点に本長があるから、縄振り(資企i原)の維持

拡大と外的イメージ(尽力的恐怖)の維持田拡大を同的とよる対立抗争は、組

織の本質から必然のものであり、暴力問紺織の事業ないしは事業に需接に関連

北法59(6. ;-m:;) 327:; [288] 



判例研究

する行為である。ゆ l部組織の対，r抗"'[1は、 1部組織の重大関心事であり、 1 
til;組総干組織全休の威力 威信の維持拡j、と官候に問辿するときは、暴力凶上

部組織の事業ないし需接関連行為となりうる。そして、暴})fJlI部組織の法律

効果は全て組長に帰属 fる}⑤ノドf斗殺害行為は、 1，為のイキ格を符観的外形的に

見て、私的なものではなく暴})I司特有の原埋に基づく行動であり、 般社会か

ら見て暴力凶|同]上の刈止抗争と汗価され、組l、の指揮恥骨「にあったと許価さ

れる。ゆえに下部組織の対す抗争に係る行為は、組長の事業に官接に関連する

行為である、などが挙げられた付

それで、 Y4はiJ;'，審がY4の使用者性を認めた占、及び暴力団抗争における

殺傷行為に事業執行引を認めた向、について、民法715条1項の解釈姐肘の設り、

最高裁判例l違反(辰二ノ141j1l円相37・12・14民集16巻12せ2368頁)、而裁判例違

反(悩卜判定;那覇支判、I'T'Z9・12・9flj時16:l6号68貝、初出l高那覇支判、ド成14・

12・日朝l時1814号104頁)などを埋出とし亡卜告受理を市しず亡たι

〈判旨〉

上i11棄却。

rCDrlr口組は、その威力をその暴力団員に利用させ、又はその威力をその器

}) fJ1員が干"1崩することを容認1ることを実質上の目的とし、 卜部組織の構成員

に対しても、 111口組の名f午、代紋を使用 tるなど、その威力を利用して資金猪

得情動をすることを脊認していたこと、③y.1 ~，土、山 1 I*Rのl次組織の構成員

から、また、 111口組の 2 次組織~J下の組長は、それぞれのiYî-属組員から、毎月

上納余を受け取り、上μ己資金獲得情動による収益がY1に取り込まれる体制が

採られといたこと、③Y4は、ピラミブド半!の階層的組織を形成する山口組の

m点にすち、構成員を擬i[;11的lill縁関係に基づく版従統制11に置き、 Y4のを向
がよ端組織の構成員に守、るまで伝達徹底される伶制が採られていたことが明ら

かである。J (判骨 1) 

「以上の諸点に照ら fと、 Y4は、 111口組の下部組織の構成員を、その直後

間接の1frt'f申監督の卜、山11紺の戚}Jを利用しての資企海得活動に係る事業に従

ポきせごいたということがごきるから、 Y4と山口組の下部組織の構成員との

聞には、同事業につき、民法715条 I取所定の使用者と被用者の|掲係が成¥iし

ていたと前よるのが桐当であるけ」く判0'2) 

「同己の諸点及び、心若手力阿にとっ亡、縄長や威力、成f，ιの維持は、その資金

[289J 北法:i~J\6 ・ :;82)3272 
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獲得活動にィ、UJ欠のものであるから、 i也の暴力「司との聞に緊張対すが'1じたと

きには、これに対する組織的対応として暴力lJ為を伴った対立抗争が生ずるこ

とが小UJ避であること、広l山1I*Kにおいては、 卜部組織を含む山1ItKの構成員

令休を対象と『る慶弔規定を設け、他の暴力闘との士;J-iL抗争に参加して服役し

た者のうち、功績のあった者を表彰するなど、その資金獲得活動に1'1'0、発'1す

る主JiL抗争における暴力行為をT:mしていたことに田らすと、 IIIU組の|、叫組
織における対ウ抗争においてその構成員がした殺傷行為は、山口組の威力を手IJ

肘しての資令純得活動に係る事業の執行と伴{lj~ に閑辿する行為というべきであ

り、山口組の下部組織の構成員がした殺傷行為につい亡 Y4は、民;1、715条 I

Jf¥による{世刷省責任を負うものと併するのが相当であるつ

そし亡、前記事実関係等に照らせば、 Y1の本件殺害行為は、山口組の下部

組紘である山川且と会津小鉄系の暴力j.Jjとの|日lに対立が生じた中で、 11111組の

威力、成f，jを維持凶復するための対す抗争行為として行われたと見ることがで

きるから、 y，の事業の執行と符伐に関連する行為として、 Yイが使崩首責任

をれうものというべきである。」く判IT:i ) 

なお、北川町、治裁判官の補足意見はt~ 十の通りである。

'11-、狂立見の指抗するとおり、暴力団にとって、縄Utや威力、威fロの維持拡

大がその資余独得活動に不可欠なものであり、こ的ため、|門j悌の活動を行って

いる他の暴力団との対立抗争が.fe然的な現象とならさるを得なし九この対立抗

争において、白己の*A織の成}J、威信を維持しなければ、組織の白肢を糾きか

ねないことからすれば、対立抗争lJ為宵休を暴力団組長の事業そのものと見る

ことも可能である l原審のこの点の判断も、支持することができる.)。そして、

111 口組において、 Y4 の厄|はjが抗争のf1旨不を合め ~d;;J組織の構成日にまでù、透

徹j吹される体制が採られていたことなどに照らすと、 卜部制織の抗争について

も、 Y4がj1(接問捲に指J車防告をすることができる地位にあったということが

できる 2 そうすると、本件殺さ行為は、 Y4 O)l'ii糾監督。〕れその事業の執行

としてれわれたものということができるのであり、このような見方も十分可能

'eあるコ」

〈評釈〉

1目はじめに

本+IJi文は、段高裁で初めて暴力同i'/I劃Jの事業性を自定し、組長の使用者育任

北法59(6-381)3271 [290] 
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を認めており、苦弐があるハしかじ、現E1寸けにおいて暴ノ)]，1]出勤の事業計J

び 1引ワユ執行間1止ド干の~Z2え方 i 閉し、 Jヒ I1 椅λ:告見も台め、なお政院である。そ

こで、 j;(i':!、713:)':ド宅用者立f{:0)安汗をさり;険会;]-'9る必変がみると思われる f

本判決~;inち凶十-:;-1;組紘|百]上のjJ'iL ~Jt =J1における際のドH打者七九に"'-)1._' 
工、長 l'郊の~F長。〉浅沼 1~-tマ任を認める，I--J を開株;こしたここれまでは、った飢模

;~~") J UJ 0)卜部組秘から不J、f，おふうEげても、思})jJJ級制〆イノふのn::0遂行との悶
わりが希協なi判引のィ、iH二品 考えられ、制1=1\- :"1 る口、主計三 J出;'('-:ß~:j くぷ 11'"

組総円五f二を."，止す心ことは困難であ勺たー昨今、暴力1'.:の担総均U!l到}こ君主

込まれる「七氏被害のりスクは自.)まっている1が、おも)J問主II機内部の密行性ゆえ

に紀地不必行為ι;;t'iEするだけの存在JU内な司王仰1に三 1く、原" には，*-;-J:，;Iの

組織注。使用昔主を裁判で;'r三止す之子↓えが苦〕、限定されてい丈九その式的、

構成組員ク)不法行為を帰属暴力 l寸判長..i::. fょの組 l~: 、こ刻して主任i;j ~λ 「るい町長ょ;

〔以下 l縦長責任ょ::lJ支訴訟Jという}グ〉提訴は、下級審いJiたどは、民jJ、!l:、条

もしく民民投 719条(共H不法行為 1 情J&\，，~-"J}弐れてし込とや情lι判断のうよか
れ日は、既存の!J、的十し位みv 主力団組織の構造及7flj行動 J丈径をとのぷう I~ :ぇ映

させるかじりi取引構成心混いにあったと， ，えかう。

足以'{'19~長に主主づく場合、組長及び幹郎の主任は、下(;:;組~の示iHl 九への

民体的な院ヲが12:件とされる。従うて、原，問Jが桁 iおこ主走行行為-~との共戸~1 . 

教U12・正'l1:U.J等の上主見間関連Jt何を立J止できるとき;は情nk可能である{し刀、し、

岐に暴}JI'I]ぷi織は、名活動。))虫巳↑1.主党主tLが比較的柏いとどえ Jれてきた

ため、組 J~):J、向の判断 f二本づしプ'..: ~ J 訪であると t+， 1JL されると e 主E訟の ~ttjも??

返され、何!吾郎織の組長;二γら責f追及ができな¥，¥)

判ii苅珂「暴力川根絶へkJt完，，}，1方 フ008ヰ7日チ9!j ，1 rM~~-#:t二日召 'd:A罪組総

イじする詐 JJ問への材処を訴え、いるー

ジ 1lli誠，，1'j旨"乙4主力 111の fU立竿 J 係ゐ到F 逃災当主￥M~'\ ~n支任明p主rついて じI、悼

のひろば57も日号 ¥2iγゎjイt)llおご刊行定暴力問は ';l~'j C) 間体としてm~-，-~. i~ 

ていゐ.'まし、え、事1 々におけゐ指定のゲト ~~niての幼呆 0':及ぶ構成百の刊しを両す

る:二二局主仁川定義})Fll内部においには 定J;51__¥'-，_ t_，た組織実郁を持--:.=:1[1:::'純
識が日??出l刊に十時成主zている?とか民間でよ〉る また「μ)3同では I 代女;~'等は

~l; :，' ~-i:T ó'2:主主 Jj]11員会その続出IJ'lつ卜に諸くとはvλ点、おr記長Jj]JICワ叶?丁け7)'C~. そ

の統帝:JOI}0苔[よ之、Fしも!斗らかではなし、」と v うE27丞がある

日土橋|卓芋「本利引!lt，j当存研究644号何IJIJ日年J叩頁「指摘されている

ー ~.Û、:):， 6.38(:) :l ~I()



況中判l7jf;:汗芯

i血刀、民法71~)条の背任博成ぃ基っく J晶 frは、ポ ;ii 側ぃ lz氏法719"たしつ」うな

弘三紘のtJ，-t~;(自問ワの ù:MlI ~よヌ三足であるが、法);J (í-~'不千円安{↓を i珂確に主せる J、

望号がH-'rてくる仁その寝介tは、 l三J暴j)問。コ活動が]出土'7l5条の「事業 」ない

うるか、一社員のがまてiJおが、 l司条「事長の軌iJにザコさいう習性(以ト「事

業執行性」とし、う)にIJl怜するか、 令指:Rと組長の!日に 1l'性用者.1:6ZC!'" I被;石

内J 二科当づる問係が{(1:Eヲる治、などじある J すなわえ、民社、il:i長 1;"の

使吊者責ドの要件( 般にi空if:院係の古ι、被用昔のポY八行為、主主主の執行注、
主主事刊の不存立 G!~{l 弘仔しr)~主 5) に昭乙し、心太規検暴力 1I1組長く

組員の活用 r:tf:R苦関係(l)成木、(とおも})[-:t]i':¥担IC)宇業該当性J月判記、;/:;対--:-r抗
争反U'穀お行為の専玄関辿':'1、などのγ、構成心検"引〆、えらに、イ!たいJ省支{i出:j

民 2 岡大去に熊A~する i也の l'J、i手構成のじJ 能生を考察すゐぃ

2 民法715条適用の問題

t部担当の加古行為 t，，?i，'Jし、叩防省がEZイfヰ負わなければならない:tlfl面玄任

のU、内役拠ない ~， U、的性引は、予設の考え方に金コ霊がある よ己iJ、j巨"昔および

初}活字誠二、ょう己法715条り伎FHJ3安江を、後点-f-{'(，I)耳、法行為的責立ではな¥、

私し wt干の浩f干 ，~z びヲ業の信官々主、，，た1:;!)]アfβtの辿;!と"'1干(二朕拠か尚三 I~'l 

条 l ご主t日J昔ッん、自己の副長過うk7J ぃ~iFできれば免責主れる中 I L~J責任と ilÈえてい

ルヲ6

l組長安ノ千i.8，及詳言/に111しての諜泊二、浅凶倣 守司民↑~!;': :-?主})[J1判長;こ討

するお守，:，償責任追及 ~f;-':L-: と 111 []'~1l:S;'~((!ヲ -:t);J {í-~'任や l忍めた最高主主半IJ;えにつ

いて， ! ・L十 |ぺ42主祭子二論集5討さきう η7号 沿号(白川引1.: 、 m~ 行 f三 l 重

し!、右ナf主主:舌33JJ二使f三苛真{工什・中・下} 暴力団関連事件を素材とンて i判

例;1詰47'i号‘，178号‘ :;79号(l:h)D~二)および: 1不弁誌 l迎合公開 R#fiへ#:
).1対策委民会:í~;i ~掛け図の小口、行品六千子 組長と使用苔tti:f法理 L有斐悶、

l(j(j!年J ふ参γ!，

仁幾ftj也 '1、;'J、行為法 I I~ 悲?~， .1 υ日3 1f; ょ以-~lOH参照f

'，; iH， i-tõ-f'~ r山市守主f:1:_:~tI! 手英 はか縞『民心l 誌 J'~!:6 t:-Tb:~奇珂‘不当干1;符・

ノト法行為~I (イj斐司、 :98，)イ1)'168:1によるこ、当日キは、沼周何にC，'，責をRJiめな

いプソンス氏u、のすJ訪を土Jすする '7 派と免責b認めるパンヮクフ /1正、千派が~fuì

争存民間 uこが、結局、 fむよt-j~に免玄争認めな v ミと主主主 O)"(.，tl&~/:;I:;古するとい

斗ドイソグ〕経済「主主性を反日暁ずる弓えが、わがP;:0)経済;I!況::{ゐ致しんといみ

また、人均{(trr'叉法71日条・ 717条げ主市下貞任。 r1ヤ物貝{1).J!K中俊雄。 z

h
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判例研究

しかし、今E では、 j<:f\~o)大生業内織の~ili'e実態に語よみて、{史民社責任。)法

n~仲立は被!tJ7i' C;不法れおの責任を N:~Jli者が代わって白組合る↑に仁〉責任i~(，' あ

るk捉えら1してい令。法的民惚と Lては、 'hi悩立f1':"(r flJ誌の帰する者:.~. ~EtJ;と

が '!{i; よる~/平、じよ険主任。ドイ'fJ~pむの主:"!~-tω 討が員/工も負う-~)があ;ずられるn

そして、 iGI条1，;~~阻害:三、::'1例 学~)í，で挙実 1222文fとされ、 t泊先責特 l ご Jiれ、

;，，;11がなミれている ρ 被m1γ(J);)n害行為は怯J;J関係の成、L0支のむのであ '1、資
刀の乏しい被用者よりも径が7力のあゐ1'2if:音に沼悦芦1T~:認めるはうが紋古者

を速や古， 1二設涜でき心と t 占う IFk災的 1mからのL当{じこ、 ~t崩 Jまは{円台右 p，I!J D叫

料転味わHi;-Y.tJJU)、?リスクをうj散?きる，""1M;すにあり I損害の公 Fなfi.l日 lの

理:こせうと孔阿川しる

l也万、ィ、;;行為の 険河川は過失--=-:..:t:.こネづノ立 f_{lllであるよ説明されゐ P

め、結 5己主任としてじっイ~~*の結返宍主任が、例外的な政宗伏足;二泊主主し吋J の11 、

企業の代p育1千は被"11\'，))ノ'1'ì~t1:j おを前提こ寸る間接:むなi41夫責 f-f ;ゴiである

と止r山内されてしる， +t 1.;1: J;Z ~l と Jii'えム引ながら、f't~):::J 吾被!日伝記。〉丙部求債

の円否が議誌され、英公uの rru;，良子 ¥Vll>，Y川lJSli;川町 i J (-は?や越を

~l~. -~~_ 制 '!f;i1典の:I主主 明日IjI円簡単 i，2 )伝怯京高:有斐問、 1995f三)682 

院においても、 l円以渋(土 11 LC じ I)J 来する{市民主責任だ.--~t.:が、現行;'!:法はト

ノウ})、の影響の川ニ便用音の~0~ 主任が認められたい治拘してし-'z) 
7 ~~~!"時/、、 nFõ Il"tえf存在論有志駕、 I~118 午 I'Yっさ立以 i、鳩1，元大ヤ〔2H訂〕

巳本情権1云 {名「イリ7卜!j ~ 1守号泣き!Jl、192i~ ザ! 9Hロヲ主;除、ご

メ Jえ安栄「守1-J寺皆同・不ヨヰ1;1号・不 ?:t、行為\日ノド:~r~指打、 1訂年) 1630 

日川品 I~t 判批」お例l(事法 ~8ìHU 吋 l イ :'-J支;目玉~Vt (1:J:);)イ1-.> 'c' >l~F、明示

馨 l松川ずfの込失L対?る枝市??の不U、1j:)，九!の十工 I2SK.，v子主:，;雑誌，I:l呑5口
( 19日7年) 10í q-:;~;;~百

fl lむ ~X" r-j冨害賠同組誌における 具体的街子ゐ誌 1 氏itMf夕日羽 {右斐司、

19(i~-:!年) [初日(;;:;1学五:林討を:-3-5りU922年J]19R ~:)]民参l引) 191E札'.:.-'人|年

オー 1;ツパの 間人の自由」なる向;2は、過大をl混作 ζ しCi日人山活動が117.附

されていζ とミx.~fj 寸る

出t'::l主LW;;'~品央日~P-r'~f亀有任論イj安問、 191[:11、:953Y-I主H)が六

典的論文ごめる

(μ乙 =コ英 た編 「異呉i未d法~i，叫4 列列了 ¥京J占〈jよにこ平子ヂニ山版7会、、 1刊!1鼎叩¥1引]刊l与年二l によzる』と異英i未d法;グの){，吐-1~
羽者良千粁て[はよ rf使E足者!以一4工彼用者刀が注業務σの)j討オ
f桜民，再芦 h コいて、伎町有のJ01';この有無を司オFcrlt"位ft:'，工を主主う，する!牢口Ijであ

ー ~.Û、:):， 6.37S) :l~t 宅



況中判l7jf;:汗芯

lJ.I ，-， I 、フ
(トレ、， "匂コ

f仔i坦'j:.:責任論グ〉長響下}二、判例j(よJ'主}IJY責任的支位迫)iJを1者l主、議申かにした J

f更瓜l斗係は:t'f{的な ml¥中監怪奇すべき池山」で良く、事業は:L、い己、i'X、ci)c 11 

't!J "C;9:i之 l与に、返主の判例 字誌の7{2.)5において、事長ト域市計の力I嵩ij 

A との関連を客情的抽象的に22える傾íb];~、法くなり、被用苫の};è7'行為を容%

に「寸n~、執行刊」に取り込んでいむ〉その杭果、了:<>;主的行吉任の加市右 lL~うに

され、御用者の民意 i~)，台 q が判士UJにら;:;11L-Cいる、必ま f、被用昔のは

|以内説同h 迎加を「事主執，こ含める解釈の払張が推迩され、定用白F子工

が!ム宇IT:二両jJ=t~ れる。 \1'，にむのは問は、民yJ、 ns3長の使用者-tt~-f通用を 1:tt~長 i る

恒向である J~特;こ、必の l 事京;執行刊 oの/ο〉沌七がl

なレ片1ない時イ代tの要t託苦に一{促Eさ札ていゐい

そLて4'判決はまず、メ、規核暴力1，11 I"Jがのピラミプ F!'_~J 階層組織に到、い序列

U;j .間存lFjな桁開命令心存イIチ認め、告47fボ↓人マ古leの組対l"JZ.r必(ウ怜・主主主昔件を訂

正して組ぷと、部組戦況民の実予言的なl'むji 被IjJ関係。-:Li二し/こじつまりく刊

百])いよふと、 (ì)~口組の名治、 íU~凡な L を暴力団員剤使用 L 、その威力を

利点して白e-:"I~獲得治動をするニとを士制して v 、た、 日日ヒフミプド司~I祈R前統織

を汁;成 のJ[Yがや卜杭舎と!て Y4: 二院;ノ J、む体制である。 ~D-1'~- iJ立民は指削

除 il;~'?l関係に基づく l 法従統制山、包うれ、 Y -1 の怠向が末端，0~織の構成民 J 主

るま三徹底してι、速されていた、なとの明宍を認~~、尽力団が ンステムイこ

ヨれた暴1;詫置い であり、災/J~エヲ日端 (l)会民ほど之しぐ、上位昌には集中1

も。 1'不足;:'t71S条と異な打、波nj~ぎの室fl .監督について句}↓-u互に遺矢があ
るか否かは、そもそも要f!;:::':Jなν、!メ岡、ナト業の事、↑(，の範囲;ょん 1ては日本よ
りもi:k:t、ど記述されている 1

3 凶井荷W:~ r-_jf_業内執行 IrlJ出市とと総長I(;}，、 J新・吟U(損害賠開法清座4，1(口
本評論紅、 199'1'年)羽H;よると、判例は初め寸?業主J¥iJ 忙の長義と杭同i基準じ

おいて、「 イムドLlj'-jj、目見をふ京耳1L使用者立汗市11哀の})向に傾いとし;/_~1)目、大〔連〉

宇IJ大正Ll平l()月 1:-;E ..'¥;-it 3呑120'iö~頁にぶいて、 tr ;!i執1;引を IJ.:;Æ(，こ rFL 、

これを契機に拡張的解1'kくが件し丸められ、，~，(:の札!f沖;~~)望日Jt，(外11フ時点l り湾

誌として7三着したと記述する U

ょ l 火刑i町{判 1 ，;.{ド n~ f) H 民集l ト 81 4- 1 沢民(有伝説0Ý-(})流刷処分の事禁1 では、

治 者似殺を 3立さ、被rム者以済を j記法門 p-;)たの.1M丙とずる埋~1があっん

ニザモ"1 仏原恥f;iytBi:主4・問者7号J6:31ぎ幸四}

二日誌s，)(円 371)32ι7 ~'!94J 
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ると 1 、ミヲ::!B を高~{;， :~た

認するに ノリ叶引とり IJI し〉来日 J;~(よ 淫};l干指 'J、、持外などが t~f十字ビ、資

企獲得、主主JJム¥，，-it'ti/抗争に実際1~雪量 1)11 ずることはそ-?'、 十部羽織の制民:ニ{-¥;紋ブ

ランドを伎刑さ廿て、違法とJ:' ft余波将活動や対立訂~-:fÍ^ へ、話相 11ヲに参加さける I

その結呉、判長は .;~lIJ:i 自七に刊託 圭>~êO) 詰問を，J:ti:~1tさせて， 'る このJう;こ志

判けとは、物Iドゴ a人的な組織活動ふ;i:;;l':'10iC支白日るJぐと iての十:'.1立に治 nL

也市JF (:-:JÌ:'"iWjJ そ行勺企業3f;rL~ に記比 L /"締結t程前在不しといふ h雪われ/Ju

ところで、暴力仕組総は、法人でも梓刊誌力なさ紅:-::でもなく、 Lちろノ1組

合?も公〈、jJヲぅ:f--ß)市j!最 fいこしかす 5 す、 l民TfのyJ、 l;'~ i~;:; 悼の十i 紘みにJIXめる

には不1í~'I~iな、いわば繍μの*ê)，~-(I~;支引の特殊な京父wノJ擬似ゴ1:;社 rf与であるむ

このようなおも力団;，:三\;:1'J、 71~朱を道弔して組長\'，-日吉仁~-t5~1l を認める詑;n者百作

法雄、および F事尖執h什 lの拡張によ匂祉活宍正江化促出。)出、義を、災J二の

よ大:û、 'i l~) 5f:解釈;こ f妻子子手せ ('1河ムかにしようと円、う 子、二で、以下!I:a:こ、 tl'業

の旭法'1:':c.~ ，記l今 (3 、対リ抗争的事業1'1 (，1) 胞のNi洋情此(i')可詑け¥~) )、

組長良粁退及の司法性(川、組長自fコ追及訴訟のIL，:"桟泡(7 :'、を考主き J、

最後にまとめとするc

3 事業の適法性の婆否

尽力団組織:一対して足以、71に朱(1)j'史F77手直包が;;&;1]-C' きるか否かは、 lL~)、当

時から、芯草告は勿説、午説においてもほと λと議論されて 3ていな"¥ ~、 l' 土i二

l1!!，主r;d受が氏ιj、Tlら条の l下業」は ;:~Û、工品っこもん;条町坦:1'を妨げなしミ」

l叫示: ~ペト;回 ij:-K教J乏が l 事業のュl主仏、住」を工出口"てて明有した

時にオ立 Jれ百及h土な「、 Ai況は、 Ra、門IC:<:の「 1，，::':土台i)，0J活動を愉

れ裡;こ沼ノj~ していたに寸ぜないようである 1 1" L?)し、ほγ、ヨヰー:車見事前一人

。 j~ ) i 守扶 (f~:tw.z子論 IT" 弘之立、 1992主 '1 ~:':8 ，0-'!書出、

の点の ~iï ~i';tiが ;:"'Ji4-'バあ〉たにどえられる。

ただし、当時は干

7 神 T孝夫 ~-l宅用者詰 f工収I i一位性、 1998年2，頁参服、

)111咋 臼1;編;-;1釈ょうdi主 (1S) r イj安問、 1065イI'沼5只 IIj長官千:ニ7マえば不法

行為を IllViとする 11'業はをいわけだか句、者L与J者.nf;，?うっす使用者グ :t業ι じ〉
範F刊に包含送れるわけはない」、書長代 市掲注 .2(s民 I不日行為えな可こと

をもって職務の也容(，-/:がっー事業のサ容j とするここは、あリうべからゴ

るこレだトら明あω(引)条呑照な r¥

ー ~.Û、:):， 6.:m;) :l ~6fì



況中判l7jf;:汗芯

暴力対茨委員会が、民法709並べ)719.5(:;:こ主主づν てが長に責任J日比する二とのす

;;1Iトの限界をJlfllll!二、:ミi:，t:?l只条;:i.iUI!論 ';):1~;!f、組L、-p'，:子治及 )fi-;l': ~子 j~近した

た町、改めぐ同条「事業 (は、小H、な事業も含みへるのかとし寸ぷ前が活発
，.什 4九 l斗
_ 'd-.' -ノ

l事業」に非fil'主なも 0)も会むことか持される坪(白ζLては 今日しつ事業:'1:

批尖官ての{;-i'l 非合 J去の続 W-I})~針よさが坐がる~向~の fr i':!:::'10 Q':t ._t'L~汰{日とは

畏般に、定資l止非什ii、行為ご示'1主正ヲト げる詐欺尚v、や古:殺し両、「ノイIιはよ正時
ぴ)，刊:た1刊かえも羽らかであゐにたとえば豆ニ古半事f.':は実宮的に主敗目的マ誌

でケされた企業であった L ，~をわJから容殺し呑主1う込町商μ、や先物取づ 1([; ように、

会平|く之，)j..力組織的不決行為が認められる事安::¥1もあり、ヨ1:{i;，去な事不活動や

行うや十会U'jヲミ\~~ (~しての事業体に対 L 、叉?と71 に条を j'KiM=Iしなし 1 二 ζ のはう r

寧ろ安当性を J今こさ、合理的根拠力、見出し事よし、と tR読され令 n 紋芦芸保~1!ーに配慮

するなら、!司条 -tJ実ーの戸;むのノ:r-il、.:Jドf竹ムを司、刊こするべ主であると抗袖

ヲえれる又 J また、作 ;~i:O)叩防長主任;立 市渋E任ある、 '-U:;'I巳険責任をm処 ζ す
るのが通説であωことか七、主力団組織hおいても、経!丘的手IH年と犯罪のも1吊

前市:治イとかそれら』二月比、し、かっj今法的事業ぴJ行為対抗日書jにもiEうurc、

民1; 1引の組織内i 苦動会'J'常」適III外にする昨日iはないと指~;~d るものがある!::

i也};、訓台法行為孝弘法715条の l 事全」に戸支どすさ迂るここに計~j ~主的な、/場

の学説もあるぺ frr.~'ゐ構成Iif j弔があることを指主 J し、 むし乃、民山7191ミの

刊日弁連マ討議持委湖町前拘;，:;.:4 . 219-22Gtr 1i::!s: 
山たとえばん目立川和11r{1 手 Ir吋年 2 円~(-j日刊持 L~~-!:U;-ll 詰良 {Üt~~;子 1ft.;i'1-J 、おt+?!宅
地相1' 1' 成元イ 8IJ1S !l tIJi I和、3/15-~J'106R .東 ;;d~刊十 l 主 2 イ1: 7 ;; 371刊時1;j9'1

0' lll;;'頁・礼川:高半1平成九年 ](i''': ::; 1 1半Jタ7fれ号221頁町名了河原11iL苧j平成 4年 :1

刀13H [11時H6'(号97R' (闘す!先物~x.i]!) 企どっ切議、暴力k!が紅紘ク)戎力をfιヲ

亡社ずの怯怖"、を利五i:，~ -c¥、るのに対し、悲18商法は倒干の投機心を，P11制して
設すず'IJ't:;;ふ1Jつという違いはある

菅野直樹 iill 長訴訟の現状と~*~l1J 白日I と 7下詫GG ら 7 守 (200メ

ei'lllイニ礼町、口、JJノ{jiJ、JI 1\ 企弦間、 20U7年ぷ7~も同趣旨

上.H~t~出土イ・ lU8;:; '-1-7D号ワ 3Q;t.;月孔

:32'.8告日百一

2:1還井科 u中務管珂1・小こ男手'1叫 が凶行為[f~5 :1版L 1，有斐志、 2001:f.l3U2 

釘事主」を原羽|杓::/?詰なものとみなし l暴力IW;'亡、V尋問!り大法行為若干為

Tことを職務とすることは与えられなし、」に述べる。

二日誌s，)(円 :l7:J) :')2ι5 ~'!961 
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尖)uJメ、法行為あるいはL弘行的不法行為として処理するのカより l面切だと

また、 l 事業」や~l= ~~tìJ:1 Jおにまじ広く迫il!するテとに詮ぜやノj、L，Tも、?百l::X:

ti 0)私的日bllJJには慢月昔古ノlcn位ムー余地;y認める説もあるιコ。

以ょをまトめるト、天討す7J:.条の~-1í装 j にu:.-力出の非合法な活動を常める

こと l こ対して、'1'日刀~ ;こは!~秘的な \r f，品と泊秘的な \r f，品があり、民法71~: 条 1 :::h 

{o 古が寸r~ミ L クj 丈化されて'.ミるにもJ匂ら1、ν斗 '11も組iがうえ頁円余地を確保

ヲーもo

kfJ::j 前の暴力日関係の~iF訟は、 般に~ノヤ 11リ jζ 「抗争型 J ~，こ摂 JU江

主 iv; 夫たっシノギ :\!ft}J:こ咋う小凶行品と抗争トの小口、行品に ~~JJ'--寸之;所以は、

暴力1.;1(})治肋に、車交に凝支準品計i当初日的0"f-f>4るか戸かの内仁志ううた シ

ノ平日副H.~ ~;.t経1戸山 H 的がイ~"tるといちこ l か白〉、かろうじて暴力豆の事業 ζ

A品、さ丸、記伝(!)1史出 {i-r王?工を汗定「ると、弓う法律構成7J、?宗られた九その>1. 

7 イングケ スが、斗二 01;胃批栃/ド-;，~ ~;~:J :y成K/.-;-ニ iけ23J 干IJ 仔，jE付lll~必9芳91良

一どめ〆Jη その後、

， '.セノ/ごものからE¥

シノギ型 ~-I~ti;'~では民法715 主主情 I&i，'よる叩nJ 主責任研 fì:七し

そのf辻、暴ノ'JFJ]y ll祈胃的指揮弘督I~J 係は実位前な使同 被用:*，1係でめると肯

、ι
ノじ::'4 i人二 したがって、人jJ;Utであっしも2:~力 I卦は一体1'1';; な認識であると J'f'価

され、羽織一九となる刈 J冶土ιlよ暴ノJfJ1η事業であるこ肯)Eされ Pりが、那覇

地判平成村佳10月幻 il 判 :1.)'1 刷出弓 114頁であるまわ、 JJ~~司 J0):1辺五千J平品<.14

，'，.3 :JH'I判U"す180.3号，1.3.8では、暴ノJI，II純械は針:斉的実体であると羽1ね:したう

ヅ斗潮見佳男「不u:、行為J、(-1日111社 ょ日中j年'] ::;:161'ミ、佐々万、 ;j-~ 腎 '--'f iJX: 1 ム年

rIr平安民事干IJ叫解説J 判タ 10.3(:足 (2000イ-)l37-8参:1臼

CQ十J1三 「不~Lf:j/ji1、 第3収;』(白夜間.;))()五年 l~l;)~: よると、古賀

酌.Jnt阜・監督問係と v て':ùF)~j 6-0))虫)'-， !~i 、日由殻写、円強さ必現実的具体的な

折併や宇f(1) !::I~ J.-3よ ur有企ピなし λ る封b，-fずの矧J続[ιない)断、などの l~i が主主要で

あξとする 加点弘{言ョぶ民法体系v 第三以) ¥有主張、 2005年) 3:17δ.3S 

Hきl出つ使用 1~1f，f、が認定されるのは、活戸長から -'1'， 1円安守町長治手E 主けている場

合ふつt正予守¥-i+i伴う殺人事1刊に報!児余が支払わ1しるrE合に限 i)、組長からの余
払支給はなく;世に組員から土利合の納付のみ刀〉行われているJE白には{モ刑判係

。)iilii:が離しレとと考察し その戸品{:7-(立、夫しI、'119朱::::J主計コ教峻 .;:;t;~;J に，gづヘ
共Hヌ立法行為構成子求める〉

山 tJ:j ・ niIm;.t 4 ・宇iJ~;;.C~177-0' ;-l頁巻原、

ー ~.Û、 :):_6'374) :l~6~



況中判l7jf;:汗芯

えで、対すfiC'(1は経済的+iJli，の湾干与をcj刊に寸之3ちのであり、斗4業に千許接;こl斗

述マるわ為であると ~:f した J その後 1抗争以 にも緩いのl'主}IUマ責任が1rj:e，~ 

れる。

トこλが、社会可に作認されない生命・身体の校需を同的(';rω !:~' iL抗争 l土、

そもそも民法715条の l卒業 1Iこは合まれないことがヨ明であるとしバ理由で、

，¥J立抗争におiJる不法行為l二'"ltlri支任伊丹，ーした泊[i;i;~;i~~稿文半以自年12rl

LJ 1;判:1寺l(-);)日号出頁や沼岡而耶覇JL干'1平成le:，乍1~，~ ~ 1;子'1:尋問号11!4頁，y;:現

れた t '-9ぶれも j京本内問刃三した;文法715条の頁王情成をわさわさ山元:して、 R

;1;'71 9条 (l)ttl-干構成(こ Ji，ミ :1 替え c~， ， る U この弐叫、ιp;長と氏yJ、?19;長の tt~干構成

説令やpf七一ー7，;i皇}II:ょ、えi'.t71S条のP:-{-Î-ヰ基礎f寸Lナゐ l事 d:{'r法的活動

( :限:)直用され、 Jド合法なれ劫はよ;'':;+';:〆どめることが計されす、む Lノラ、共同

不法行為構成と Lτ処理されるべきであ匂という、暗黙担誌に;j'(、認され℃きた想

7じiこbむつくものであるc

しかし、本判決は、まず、ゴ|合法な 威力引t討を利上自!て

に之江、71;)朱の「事業」を池J下し、合iJ、丹市重!]C'的vこ制限Lないご「事業」の

話í;:討を認めるここを ~h杭 Jこした行そし L 、罷JJlljωk，;-_'\'I.JA中は !ぷJJ相肘を利

'11しての資金?を得lO"動...; )こV然的;ご発生するものとして事業との客到l円・林象

的関i*性も認め r すなmち、社 ¥l抗争事例 fごおける笥HJ省 ~tl の jr&，l十1#正限会

否~~亡、組長の「セ月fT 長包力11 手を明確にす JL ものごあり、下級審の日以した

判断iこ民主を与えた:'f.~(，!‘身体1./)伝吉活動力;' I 事業主~'1'1'1，にtl'{;'，i )!eとまれる

/1、で、従去の l 宇業刊行性」拡張1'(の延長ト fこ~)!岩する判決である史;11:1守

支~-r-制定が事 31試行!の波:己主絞済主口約~: ''9る逗Jtjで&。二とル別枠;二 Li，(

J考え l川しζ

4 対立抗争を事業とするか否か

不判iX:二、暴)j'tT;斗 殺傷行為汁[刊である対、れた"寺「事業」である，L::川定

するこ/を遊け、 ナナ:長の執し':'&'1長Jに司辿する(1;人 F'¥監持院辿判 Je_ 

いう)基準を吊 II 亡組長0)1'史沼者責任を認めたえ下r~'::; >0 I需接見連性 基準

刀 t話= 円(;t7(・前記所，e .;;i)巻 7'~T1 K1同Y、判例は従べから 被，f，h省ジ〕暴力

行弘むノ事業執行生にド~.tる半:1断基 i千が緩和傾向であっ f 刀、木ァJij:で健'".!，'者政

治の吋設けを飛;芝l力に折、人さ t:>-"t: ル指t~高しご v 、心}

二日誌s，)(円 373) :-)2ιュ ~'!9只 1



判例研究

とはJ件形:tm ~í~，L; と三も;ニヰ4業11; 1 ァ ::T.J を{ì}:股寸る引iJ 17j #JJ ~Yìiである υ そし守、

1 官長問辿件」草 i手 C .R ~L'i1[-、条の-p-，:千 3子認めるノヘ判決{よ妥当であるこ戸了↑illi，~ 

fl亡し、る ?克'JI自体を位械に「事業」に合的Jる北川被足岩見のはうを去許

子る合見もあるバ まど、ぶ担U1土肉料論を主おしながん、身{末殺傷片l汗の抗争

行為と経済的ぷj泣追求の事業とは見係が1'IJ誌である白を，主謝するなどもあ

勾

北;i:締足当 L二日l県者五持任ヅミO)jし、士J;'，.抗争え暴力南町土日業(，.:Sめ乙円Bc';-土

を認めた上で、ヰれ救続行為の専菜執行γjを;止める情成である原行(，，=Jるこ、

抗争1[1り殺傷行品がたとえ ~}L付f[(ごめコても、容E党刈外子';1ルに見て長 }J 卜[1特古

の原理に基づく lT訪であり j、ょ υ抗争11体が戎力・威1-;;[11:1昼や R~~とこ司るので、

-!tカ国の手業である〉述，てし '0 つまれ 組はの任撃行為l土FLL亡悩人的な

武村をかっ行われるのではとh<、組j主的強い影響の;に駈打立てられたものであ

り 対17折争出1ドがi似品;:i:fJ ~I)何[ft!りであるこ判断ヲるこ

iヒlii補2J:J吉見7)弓tit立k.この迂いイト強調する立者はふ、|寸?あ之Jと*3'J;_ペヲ

U、任忠弘;止、事実の性引をあくまでも資金うを得清雲)vいう経約四間百l末完

付ける{メ;J_-\'t.f/~::":ι お。九び殺傷行為~J， TH: tru '. "frJ .身体ク)he1Tを弓午Jé する ~:-fh斉

治原田剤 l本ft刊批Ji':t二子セミ子一成>1，;-(2以i，)イ1'.) ]，1，1円、た塚fLu疋 l広1-i
判社」銀行口三#21(2(夕刊午j658号iり自頁老原， 1付藤ね道 '4件エ1批」判タ1215
号 (~nハ行江) 101良、松和1立雄「本1'llJU，;王背町有担問会号1号2吋良、叛f託手|之
1本汁判抗l法心〉土問乙137号ほし八J〆ナ) 87点、大成l声 l本付判批Ji'まJプ教本30G

~j (::;0日、年}判例七ンク 1<~4 円、清川 1とん0G r 不!斗判J~:J ジュリスト 1~9l~} (ω2引(υ

お幻!ι、 Ij，お.I山ftliヂ f・:::5長会J附。
川瀬;1;'-1'，-，久「本叫判社 l判タ ll?7り(目的5宇ilT?・l'，j 頁、鈴本ι-費「本 1-~;

1'iJ j;tJ 託手数宝~97号(初日5年〆 19 白、浅町古人「本円引J批」弘法fl~f$rtリマ

クス32せ (<2C06!f)63 貝、 Ij 'iト~'t:-i斗 I本件;:'HJt，.']:11 f列前 ~~;{j61せ\，2ω)!f) 3;)-36 

尚宅対

引) ~.:.~ _ 1-， . I-iif尚j+4.判ろ干Il70号3-8，も同局である長1'Ji-¥背任ぁ。いは危|役立

i王の原河刀ミイラ直の投拠であゐ ζLてb、組長が氏tr主任をt::わされる純匹は煎
|型ではな¥'¥"， -----;，1¥暴ノJJ.JI純長の安[J主主同{三、抗織凶辺刊の恭Y苧でもってrだ

すべ主ことを従来!たv' ~ JζE己ーし吉本手荒l本件午:1批 Jl'1、往時報17杏ii号(200;

三十斗 121 貝~;;陪ひ 卜到j令や，~げるお之官守的吉司論から --:1--tJ， わち、責任主義宇井nリ
崩 3なu、ように山手10川、社、行為刀実質的に使用者の不:J主去になる答矧的j[jitを要

件トよる

l2~J9 ; ー ~.Û、 :):_6.372) :l~62



民事判例研究

が」行為であり、「外形埋品」における事実的不法行為(暴}J行為)の評側に馴

染むと考え、「密接関辿作」基準を刑いてイ古川計責任を成立させている{

i也lJ、北川補足意見および原審は、暴}Jfl10J資金獲得{荷動が、 般企業とは

違って、特に「威力を利用」する点(暴力目威力が資源となっている点)を叩

視し、対.r抗"'[1がペJはり「成}Jを利用」して紺織の維持J広大を|叫るとし寸組織
原珂を日的化Lた活動と捉え、使用 被刷関係の成止した組織事業すなわち組

長の事業と判断ずる。すなわち、暴力問の事業の利益を「資金獲得出動」とい

う粁済的側同に限定せず、「威力を利刷して」 暴力川活動の維持拡人を凶る活

動全般をJムく事業であると捉える。

対4抗争を暴力|け組長の事業と認定した判決(那覇地判、ド成8年1()月2:lH判

例時$j}J605号114頁)は、「敵対する暴力団組織と抗争宇ることは、有す円的ト

必止に不可欠なμ己の組総の威力の維持、防衛、拡大につながるのであって、組

織の存~及び事業のj茎行を行う卜ご必要な行為であり、事業に該当」すると述

べ、組織の成力維持拡大が暴力問存止上主'~-なもの Cあると捉える r 当該事

件も、一連の抗争事件の最中にやはり柑手組員と誤認してアルパイト中の予牛

を誤射殺した事itである{刊決は、附層的判織体を一体的に促え、組長の地位

が「指示を出すことのできる立場」にあるという珂卜Hで使用 被用関係を山定

した上で、組員が-+'~;)'~<í三や組織内の地位上昇り市況を期待して殺人に及ぶのは、

暴力団組織のすト君主遂iJト必要であり、相手の弱科、化と宵己の威力の柑J寺田防

衛・払大を|主|るんj"¥'(抗争自体が暴}J問的事業であると訂価した。

LかL、本判決の以任意見J止、あくまごも「事業」適川に際しと将1角的側前

の理解に限定し、羽織の刈9的成}Jイメージを折、大寸ることまでは、暴}Jfl1活

動の本質とはLなかった A 本判決のl肉l則的な点J土、 i主;1、な粍iえ活動をも抽象的

な「組織の利欲性」として担去、民法715条の「事業」の適用を緩和する立場(積

椋nヲi場)を採り (判旨 2)、巾民社会に存在する非合法な常手IJ;:舌動を法的許

制に細み込む契機を与え、より王}~実á0な法秩序を構築した点である一しかし、

対立抗争上の生命・身休の攻喰に「ぽ接問辿件」基準(判旨 3)が「甘いられる

のは、ギ法行為発/1の契機と原閃をrxglJしようと寸るJJiれである。発'1契機が

ポ業の執ijに閑辿1tけられても、光生原凶が当該組員の故国 過失に還元され、

組織的な「暴力性」という抽象的理解は後返し陵l床になっている。判決では暴

力凶の「組織的利欲件」に市同宇るために、その「組織的暴力件」の評価が閑

却されどいるように私には思われるレ暴力問は「組織性J r暴力性J r利欲性」

北法59(fi.3i1)3261 [加。]



判例研究

。〉二側担で白ピi言挺寸之，17イIであると同われるが、措象的な列織の暴)J牲を寸

楽に概念什;寸ることに、最高J/(!よなお渋"な活i見、ある Lことが震える

基地という「事業執行正」拡張1t(T)i}、技Hc'C、公平妥当なF実

刑百五{工を力n'F 1'1Iî"):;記するがてJL~ 克よりも、法肘 被市関係によリて料象II¥J:"~::己

保される ì~(~')J を暴 Jj いi: C)本主主的事業であると総f里子る北1:1補足音見σ):.iうが、

非合誌組織 11 体内認 }J刊に脅かされぐいる町民主l 会会前院としたお三石川Jな ú~:-f人

1 :'奇構想t-;:;よ二)r 二豆われ、~:~:::-:Ll-ぃ。

5 他の法律構成の可能性

千以・刊[刊が~Un15条の l 事会内判[了吋I J 't1'1力説、町長1tiC努めたのは、 /、、

業のよ〉な日)-:~~な組織仏の使用者出 1J- をj[X~火山~¥-:溝築 tゐ丈 めであ え

被出主救済と rd芦の7号、ド号、子11 の迎ノペ長(き、力L 肖 L;l~ こイ、つn守三与尖との吋 :fr~

U;j .明阿 l'jZjf奇川河や才人討等士記 fT許イ""し、具体LI~j 事案に 1汁っ t 事実との容観的

関辺;'1::_1['.1安lすするごとで、企 ELω相会的決岱l見合う弘吉陪f古互不fか負わせる

l位敬訪H的があ"ん

とニつで、本?のふうに当日会組員の本f殺六行為が訟射殺にあゐfl 拘ると、

と忍 1ると組問グ)，1、時l'r;;:i:'S)::;i午与ち出L、ヲ業との明述が「ミ体':守iベルのJ'f{[可

となるで能泣もあ 掃員。ノ心理的な返央を1.1ia，'甘すること fよ、工1，1の一点に

P¥ilt干:J;'jr;:'Í:史民在京 f上とその印辺刊，~\1 他人を法民する 1]'への帰主をめく

る法前場;:rY: 法居時 :~18 点、 12号(197七年!l Ltr-~. は、民法71討立さの解釈 t大イ'

が，，1止し二月1111よ以下の ")こ完ていふ l 一つは、合栄ì ，~i政 Jつりする伝子;立まJ

F多発すふ羽tr、仮古省紋済事可能にずるンステムがち'."1志されたこ J、もうひ

とうは 逸失民任ー」義が校高すぞまえo::r の治切な主 ff;5i:;:~ (~て機能 L て v ミな 1，'こ

とを本げるヘ

三 j判。前m;J2c・l:rj戸十日1号 (208;)午;3?-38頁で、本件空手王寺官投与行為は

対 ~l-.JJ 10中ぴj~>~ ， ëlJちであぺて、主泡殺￥や，it川直見のよう; 事j;:~V勺執1:J 
」いへのは加l埋がある c::m~:作d一る 法廷白、見の表現でみる 八j惜の同UJ、闘
いを休みi口11主するための対立むし/ドJ:"7::，J ，::て 1J:b ;l L/.~:-JCi) が誤りたものぞあ

るか lコ、建設111}fbo)作業員が作業'1'に〆「制を格としえそAιがiRffA~ 当た l た

とい 7地合に十五当〆、 そのよ 7なん持ム'iv-、 I-tr'業の執ィ J q: (.二泊もた;(;̂j告があコ
たために l 事不の執行につき」骨骨;綬古がじにえと説明言れi.~J，こわと1"J1iid、

木作文23lよ、行為1よ下定 5れλ;おりの事業0)執行 f法廷吉見では事業Jご祈誌

に関辿Lたれ為)がTJわれ右ごかっとトい"タイプくある〉託F，qγω

l3CI; ー ~.Û、:):， 6.:m:) :l~6()



j-n、て 11'_~当 1l~ されなし、。 つは、不法1;為C)!{i吉呆を組員白身めんH.ff:に帰責さ

せる山じある Lこれは 近年内 般l'ヲi主 g 義必といっ'ペ割l河辺 :j:.:W~念仏';:::;J. '~J' 

つ口(王、 I計上4個人を原的(，:独 1'_ イJú':c~: ~て吸う占である r ネHill

椛JK.Qi!).:由(とi'Cて行動を「るよう義':&;寸げられており、;且似内論JWから群れ

てf、プ型的 PJl!::を刑(作できる1;えずLたすJ持ではな l"む L人、中1慌l京躍に}，H'主で

況中判l7jf;:汗芯

，ι 
d 

ある

渋用見司係Jしぺ要件は、イ1':おf-i.土問用者，y;:慣用者 !J、G'J

}こ /1、!'::';j:な地';'であ Q ことを前提にして{;主-~ f:'r'(.，::法的主f上が5果LらJcて;，る

と考えられる 五三需の小叫、?為の場合、個々 rJ;構成員の民意 泊うと。けも 荘i

総令体(})日 1'fI:J IYJi丹劫がJド'~~ ~ト芯た l たと考 紀総ノt:r身や法九イJに つの ~!t{

7 主体二みな L 、組織白H， ü);且矢と L て位認f乃小~)、行為立 i干を構成，~，組織論

的構 l~， ~q があって、作ぞ尖ク〉ノミj生行為責任oc こ呼ばれるつ，5'午の人令系がもたら

す市:i!;i;:な機 if~ (欠陥茨品わ公害など)に対処させるため、すで業11γ勃そのものの

よ~V、71~$の i'i'厄

叫τーとして、被民主主的責 fl をぬ込させ、 j盲 il~¥，--{r::: :*~京;--t，

日前山達明「不法f 九青林子~院、 19ò() 守'.'同頁、半}1育成 ::'tc坊主各論ll+
I主1為 (証人丈4胃、 1992今子)2i円、 1'4宮駅1予三 小法1;為 半務管組..j、:有利得 m

不LJ、j，九 中き・下主主.J <~JUtil、 f2.学会長i伶 (育斗百涜、 198~)年; ;-j(お頁参J~(l，_ 

引 ~H' た rf. げ寺 1-tカら手F干でする c 政策 l:0) UU 過失責任や認めようとしふ 1吋 ti~ ・

弓:jj!;;t1ょ、清水金次郎「使吊者陪樹立f-lの主i位 以、宇治~38~きに号 !1~B8午)

170 丘、主~宍古江引究依として結過失支江を位置つける ~V..(!ii'英 燕j!r~央主任 J

J 法戸!こ万(~る民fI~とたよ、 1 ({j 斐問、 192;;，年 207n';~ :;，あるいは民法717

条数十住地!11m訟をム京、たIK女計 r-， 1¥ば"gεXぞ'Nil:'<JlIT. l'山，r アメ:;:/J法に
おける一つの自rr過去責11論 」アi--(リ、却i党¥'1 貴措各政 (有斐|明、 19(';9イ1)[初

[-Jjは~'(立川還fff'iR.tqj、の諸問題JI 1\ 右斐索、!日i):~午 278頁の日体的持7平上

義、またはわ本住男 氏事長住の{ゎギデュ(11不討論社、 1()48午) 194_~'以 1、のト;'1

休 l-:.~'t t';包氏 t 責任~{ìJ等の企素ttf-fの ~1下活うとイ:σ、ぷ訓なこの存ノt がある台

市村守主)~ i不必lJ;(己責任cつけ究 責任 L体論》争中心、，.一粒打、月初年}

で「企業U川、法行為」荷ごしと許柵;さ察Lごいるο 同 CI企楽ない u柿k同日織叫、
の京1臼1、ゴ?れ1'1:為)JIのiJ.、T戸コ Jυ~-'*;村; ， )思見i代u指員書賠可供て守u
2本ド詞白詰企f計↑、 1997イ1'-) 1り :6t[主主出。中三主;)働J4E制徴l京湾かりj虫げした不法行
為官ドモ苔と L'C111"主ることに美~性はないと'、企業川町全般を!ンド n~}レ

f右、よ!)品次のiti内全体.~t(;~I.JI体として品、 1町 11 体存尚念|ぺ 1色;!<民法709

1を(基ゴ¥c封「識体百件。)J笠うた汽↑ヱ」構成が主張3れている J 幾代田"リ掲ι十日 E

ヨ!と4頁、 [J~: 丙 首する注ね ::9:，-?97頁も|守Hrである}
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判例研究

」うとするものである。判例も、企業前織を 恒0川→終的羽織体と見慨し、 ず
，~ 

見義，fíjj主 lえやおj旦な完 ll 呆7可道義t!:;，~在、退欠の絞れ ó'J と j;Utづ 1 によっ、企業の!，II

象的過討を品定し、企業主ノ1-'2:JJlJ主さぜることで彼古音j"、済企M進させてきた

本件も暴力出の組市it少しての強|刊にe:rむりしているハイヰリ刊の.-c，疋L門事
実;こJると、本:，!.lliIr剖1.~対比成長全員の行到 w む白と L'C I uJI I者i綱領 を定め、

花小部における伐に、 J旨ノJ、手{ム抗争:二対するJ旨ノJ、かh情l止員の Jァ :，i-5:.二関づる

'j:Jjjに至，Lまで'j:fi市かl千二われ、「通達，ラーモ7'，t.垣，-;，ム定書により全rcの惜
JJxnに伝達徹惇さ}'-て vミるο その伏定、指示九つこ反した場合l土、 fじよめなどの

制裁をr二ψける 包 lろに、 )Jj ;:，m規範ごおも })hH~奨!};ìJ Oコ態勢力?整}てお，、校';~r:':

「じの1iC行も羽紘7子供 I-;r-'-dゐ3 しかい苦言察enj常幸が淑松平収に及U:なvミょう k

〉、組只には T払底して犯~i ~~を i団へイヒ 4一るぷつに教育して"、る称 性は h土、企業

の従来呉とは異4ごり、ほほお陀|削除iliiJで七人格的に継ぷかに支配され℃いるに

等しく問、恒々の組員は刑li哉休にj四没しとおり、純織自体(J;小也、行品責任偽成

リfH7??賠償支ilす:'i2ii:..、速やかな被言;者救 J斉¥.-j;，J:，し、させとことも十うrτ佐ピ

あろ什

FJ1 体的統漏出却や構計:二泊巨して不法行為責<'1を均投ずる ;~~í令、民法715条

や大i法711'来説J主l主}I]等にとどま〕て"門戸は、相人の身うJ、や凶位に詰|する t白

でなお個人ゲ:)~'tr 構成としての限界がm指 3 れる P め H 、 l 組織庄埠」のぷ'1益

;:6~j;かっ生じゐポリ、 Ul3の公平なj民主分担と〕てのÞdf を ;fl及する :.:.:ζ 、やは

り前織識に長ワくよ℃法700条ω貢f:T構成ωr::tJ[::'::.1 を推進するほうが1 主品有t~ ~宣 F干

同桐々の被)U'r;-の九千下[ドコ淵害千 J ，誌の特定およびその過失の Ù".~lE在不安にした

まま(市対話の代付責fでふ肯定:J、事案と!て、料|判記刊11B{; 知，C; ~{I::l())J ~ ::汁防

部s0-;日夏、熊本J主ミドーIIBf刊日午 3月Y五日当時犯70'15頁なと

T 司r~' 1Jノヰカ~:r疋されても上目、「合りようにぞの沢民主にtiH竺円売与を山避

する惟阪や1tl待注がなく 被用者し)n'!f.意.;1:1矢を前提ζゼずに企業Tてfエを認め
る}ただし、同ト出ici 被nJ.;干の有責件とXlLI'1口条 lその 1 代位責任~.，..::

Mのにめの 試dH J 鹿 'IE島大 JjiJ七J74〉集日号三号(l9'~3{r.) 01..93子t;二、 CT

i止しの被害者保護論 j の批判iこII.l];1て、 較的耽告義務lおいて*，}Fl1干の千;'/j

が服務上'，~求される相当な行為でめコたよこ J;t3ft‘げ"JをfJを、 J史上目者り溌

il、l全日1さ;J-1:凶〔免責ノとする U

泊 H1r :i主・民'*汁長編ー市*~?主 4 ・ 7 _R怠日

向[]弁連.b;暴対委i羽田↑向指什，1. l:r.T，参HR
40 神"[・百u福注35 ・コ _~-:_~4頁零~~

ー ~.Û、:):， 6'36S) :l~J 宅



況中判l7jf;:汗芯

日主であると思われるこ

6 組長責任追及の可能性

ぷ訴の認定すωrころによる〉、 111口組の「Ejrは対立抗::(!を史跡する
々、川部品やは 切厳37さオしているー者i織l京躍では:At¥T. ttr: ')'1と内部H[:')'I-:.こは常
料な l ベ~Ijがきれている右、内部・メ h) し吋ヲ祉の抗争ごも、了仁氏のをミ添えが止

1， -c いる"市民の机告は暴力何の討対発端の'jlなに~-関係手下、心 》ころが

:立法715条の↑克明白 f:f工構成では、その効果に J主いが山てくゐ '1;能刊があゐι

。0::わち。 $1註主主民 (l)論理Fでiz，「対Tマエ九三子 I;.ま組織の経済灼F'J欲出動・資令

市議結u、fjき 専と閣述q!.-~ られるが、川 h、内部抗争は締結内部の明

不印J あるいは黙示自~)託24 呪定に)又する占ご、組長の~-*性，:: ~.J院わらなし 1

からである n

組長の校用苛責任の:Jl及(こは、き士J:)[司純良(J;行守J;;;''it!iをおよ子リうのパター

ン仁土、けて#えるごと刀できる組織の信持抗人活動 J抗争行為等 1、

?Î定型Lヴ域万手IlIr 治且，~ (ネ [-;f;;重ょに威力乃和巾が不可ノヘ要素 :?)yf且，~、 v ノギ

等):;;"1定剤約成}Jやj尉抗言語内公民主、土、幼U)和J主Hl)予たされていない活動、

中先的 突発的形態】、 CあるA 陀3来ミl¥、ル1

:， Lており胃 本f作ヤ勺:はよ人ノの認!型]I盟~に属するも、Jη〉であゐ 綿織的!成弘ぷ弘ノ刀Jイメ一ジと何祈技2 
な:泊邑革ιJんJ二一でCj)コる L'-z主はζム、 ;天Z': ì'υJ、 7刀l~ 三朱託〈のr乃"使ι主史f吊U 干ずキ}貞;主tγF包工惜は l おいて色省、弘lナf楽執fJ:';:1-: F 

Jカが〉わ、声宅さ才れLることになろう r

問題は〆ずのゆfkのイ上)T]高室壬の成否であるコつまり、日に訟釘の不平不1前が

同じて~*!i:TtTl む，fι古を守えるような、私的:I常'1出 l:.U)暴 !JなJである。進
L一肩が十似しt-h'~d':ム仁一通 iJ人をいきなじ h:J:ノ，¥'か、刀ンをつけ汗ムいって

暴行するとか、脅出中位憶を石う羽l員の苅作なとは 般にもよぐ刈られ工いるー

たまたま何等かの事情を梨岐に言」効、かりふつl了る根気の日1-:¥町民:ニドま 3

れている LかL、組員の1:常':日にむし 1て偶発的に発1:=-tゐ行為でも、酢長

の呂前干名刺J を花不 L 、京i 青べコ治的欠tW 字 ZE力団特有の ::-~Ji訟をすてすな〉で恐喝

なとを nうのであれば、「暴力FJlの威力の刊沼 lが具倖化されれ銭の要求があ

L 那覇地判、ド昨日年l0n2;) H 1' 11 時令 6():;-~:r llL貝は寸前抗争 0{1'~ じてを:こ分裂抗

'JIに発展しとものである

日 1[-1i .~~‘R.};r，対委編・百u掲t主 4 ・J\ìつ烹参照}

二日誌s，)(円以)1)32三7 ~:104J 
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ると 1 、ミ ，~i か:) ， *~i長の容認する成ノJ+iJ.H'行為に」る資金獲将活動と討 r勺され、

.1'者宅J( 千 J 件が肯氾 ~t るで能片はある

しかし、そのような具体的支:::~~が予されず ;'t~i喝もなされなし、場介において

もなお、組三に法l巾'i':j}戸が可能ごあλうか まず、尽力出特有のJ;;Hリ、血縁関係
lこよ〉てi[.l(j辛械での制長こ判長内情用 被用|持係は成ずしてし hるとみ在せる

の己、組員は'i:¥'浮総長としての地i.0.利!IJi了おふ行うことが可能 Lあるといえる J

そ L て、紺はの偶発的暴行の陀に、持に巧j三二 uS'量約 ~::J ;.しての地iウの誇示もな

く、たまたま~r:訟の官l 求はなく三も、 牧l組員と浪触があぺた肢の、背後円

組織の関 l-jや主主UB:が1ひろしいというイえーンド市弐に伝活し亡いる乳支?は、

トイ市 F十治トでも黙ノョ~r)';] に威力イメーン砕流ろ Tうにしているといえるだヌ〉う η : 

のような黙不Ú~な組織の威力イトジを考指せ':) :"-、組長のi出l人均動機をjill:羽

ヂると、平交的、突党内な不法f為、こは、民法713条Lこおけるよ色崩/i}'古立がと土、

山手t】る "1隙怜がっそ手いっ苧凱には、干のふうな祢h'!))説明h苓ぃI:l

しかし、 ~{n:市民への威汗的信Jえは、 ~fUf{誌の威力イえ :;./ ;;!:' Iすめる細企、の禾'J

f主ごあるムもうず而liできる つまり、組員が叩土I-b又に井.;，ぶ威!土や或嚇の姿勢

cFA ;t"，ることは、そ山まま暴J)FHu)制張 i;"('ピールク)表以となけ、主flii:(j)J沢
市忍 I-~"'~ め、かバ~，)-; i記長司紘グ)u'+'.f四;ご:.~うする J 札 llo) 午益 (1ぢ(こ見え。 J:il-~1 円、

暴力!司イメージジ〕筏ろ弓があってこその不4行動てあるかι、いわば、新織的

行岳Jにぬ収可能なものであれ、それ与は組長の予U拾いつながるわ為である}そ

れを、組員の仙人的動慨を強羽し h 持支の?主国{í-~て引を宇t~) に免れさ tる α) は

不合三唱であ人う U

暴))i寸とし叶同伴者E型 l土、了行h~の Jj'.Üf;-f:J drrí:を危険 _fi'f.し、 I仁上とJ暴}Jr刊との

問円相瓦受話γiを欠く占む、 般の全長しは明信;:b.刈き1しふ j てうしれ、D':

NTlUl品UJを後ろl行に J た、刑l呉川暴力にき来するλ、法行為への問責はとのよ

う:二社、(yjf合成したらぶいのかつ被害計の測から版1"責任I}lJな京成が止めムわる

のであろうが、ぱ?)~門 1 ~).;Y:.;-ffi:成 h は限 41があるのなんば、制織再体かム/:じえ

相、書として、;文法709条iこ某Jづく午、法し為責任情成によ 1)正当fこされゐ:;;:l、わ

れる

¥:-:ト 前掲注:i7. 91幻買の l手fkIdの被下主主保n古論」、ア川、ー市千百冷却 121 

民「良千てえご誌を tl~ i;摂?ないように」なと参照

44 f:，..: p~と「いを?]!.も記以休の活動 i より生じる桜持かん の述ふつかな被害巧救ú~r '.-

ー ~.Û、:):， 6.36 r;):l~Jfì



況中判l7jf;:汗芯

7 組長賞任追丑訴訟の社会的機能

:ミi:，t:'709条仁甚うく不j:t1;;Qし)IJI 討、 ;'i0~1IJ!-えやで能i-5ぜ Lいるし〉は、ヨ祉の

Æt失概念か社会的信頼に対する ;~/E:~ft湾、立反を IJ~ ず「客般的過去」とされるか

しか L 、医刀凶組紘!立、社会内信頼にすh
L

る注品義務を ~~:;則子る倫

理的立:想吋L17.グ川、然防ll-:.)が告しくほし九五レolj;M暴ノJFI10)ノ:Y);';イヒ 巨大

らである

化は、 根市民J<~_) :íÎ::染川本n~; とし 'C[ i額の収μをEげる洋法UJイバ内世相ιである-'-.0

救ドiI¥;は、 J十会的fl;指先， ，し lι 化し C~ :)肯て f--，h只秋!ろが暴力同日掛Jに

よって破壊されてち、 tH~異を]己負~:てtすき jE人"しているのがr~実であ

他方、記言?"j)〆ヘu、行為法的"要 '1ÎJ0i土、 :;\I~-tr者(こ損害賠情ずで仔ヰ ñオせ 法

h かな出宍の事役;内::-T:復(;立状nr;{友情宥〕や叶ることである1ι とされていゐが、

組長の立f二丘及訴訟の円 U'jは、被害昔救倍以 I，-、 3 員'之の発{:~;}Jp止''P菜料'1、

とu う先 l刊規出'1のよJJ%をj日ねして lλる，!S うま i) 、?日 J声 F百年目選の11!rE古、-~

刀 l司刑lí故山行軍リ土1，乾 Jこ:;(まと乞ど Jfjf与で β な v ので、 ~fJr;n外出からの小u、行

為;)11，1プJサ見合されていノo

Lかし、 l人宅|会訪れ為のifp止や防止はifl宇罰ご規制11一べき E、iミ宇五円iJ.、川、

法行為1云;(!J1!;た tべ主役対ではないと tぺ反誌があるだろう 汗かに、ょう己弔

と)1"IJ-7'1の綬別を前世f二八、け宇治工制裁機花、 tてiポは損害法捕後詑と 校;二j=4l

併されている しか ν 、刑事罰[よ民事就剖とは日必jも;続きも?てなる l述し

三よ川、況itの惚件で高l立な λ1 2:、:犬 i~rtで:土、氏ナfJi'Jポグ)峻5J1jでは対処不三上Zな

小法行為か多認しており、山l卓と民事をl吸引する烹去が減少している刊r 事業

いう従"にウち、伺々のtfii-J;，IZ員の逸夫を司，~~とせずに、組織の l古接的責任予既

定ずゐ行去が;(Tl;する 丈と Jば、足(-r}J m~t-の陪tu 宇|持ずゐけ、't (:l条 J、

守wも楽仏日(j~)来j 、 k気巧'1と防止山は五条!、 ~'':'-'I!{ 汚濁ムうよこじ、 (H)-:1:こ l な)， ， 

-J，-，思心rJ.:、我 1公共争業かりの暴}JFH-rJヒ徐J法律的ひろば61巻 t号ロ008イ1-')13 

同以下、明}列 企実ι日中んカ lづりき士J:)問削除 loJ21岡山下宅問 J

40浅ヨ仏原，前掲出・ 38巻3号斗S49'l会出l

"山月余 H:; ~小υ、行 6{)ì:J、 (培111;収J'右主主|司、 197'1'!+'，) 4日参l恥

初段議享問「現代桜'声Hi"1世論ュ (F1'-討論位、 198?午 1:'父頁を照 市茂以来

発l主グ)結1!:，fr't~~iがプ「訴する N1f:引公においては、待合完-'U1.! _11 を J!日べえで、

JJ[害行為抑制を日土とするオ~;~L -li'hU、のj=i:il市首形成を積高 l記にNicする{

19 :t. EE充兄 I不法行為 ζ制裁J (T!回(苔) I-~-;稀)t(点字の謀胞と JJ(~岩 波

村保はか栴{成丈台、之(川町年 69~i頁すき m:::

二日誌s，)(円以)J)32三日 ~:l061 
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内容刀、什 t去性をもら iヨーない{公;-j-~.~t俗;こ，x'-'る)場「?には、↑吏.'"者 τrlf を j 立すみ

n~:.→認めてT;長円安制「を誘う去させるほうが、 *1二多くじっ人にとって Yラスとな

り什理的とある。若手J;同;一対する使用者百{千の拡張的適用の積極的活用(二、 )J;:，

E欠員任イとのu淀tjn~であるつr~h機能を沿識 J ているト考え勺れる引， j史市r
z号イ千か州重さ iv\ 賠償会問却が沼重 lこなれば、州1長刀、組員に事業N 勤しつ :~1:i;こ'I!!

害行為ふ泣ける 4うに命令するごめろう"

平成 :1 ¥ 1 ~-JU 1 )干に巾定されト「暴力問只に kむ小、"な行為の均とち;関!-

る法律 j 以 i 長メヒ人去 という) ;，0{、1'-hS:16 (り川i;) 年に15条{/);::第 lJl¥グJ:;!i
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あるいは、やはり同体晶的に民法i09条に基づく組織体不法行為責任を追及す

る選状肢を広げるしかないどろう{今後もい大組織の不法1J為に対する責任を

追及するには、多角的 精力的な剖拠集めによる実態解明を基礎に、それを法

的構成にjぇ映きぜることが市挫である。地道な巾民的倫珂的努力(肱伺と情報

のi曲 '(~)、 ZE祭や行政の責務進行による検分資料集積、そしてそれらのデ」タ

蓄積を活刑する法構成が前't:になるであろうけ
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